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会 議 録（要旨） 

 

会議名 令和５年度 第１回銚子市介護保険事業等運営協議会 

日 時 令和５年６月２２日（木）１４：３５-１６：３０ 

場 所 議会棟全員協議会室 

参加者 

◆委 員：兒玉委員（会長）、実川委員、泉委員、米谷委員、田代委員、 

髙橋（宏）委員、金塚委員、宇佐美委員、伊藤委員、鈴木（一）委員、 

小澤委員、宮澤委員、青柳委員、文平委員 

（欠席委員：髙橋（玲）委員、菅谷委員、鈴木（真）委員） 

 

◆市・事務局等：小保方高齢者福祉課長、八角補佐、林補佐、 

加瀬（由）主査、菱木主査、江波戸主査、鈴木主査、武藤副主査、 

加瀨（暁）主事、鈴木保健師（健康づくり課） 

加藤東部包括支援センター長、岩瀬中央包括支援センター長、 

峯岸中央包括支援センター長 

委託事業者（みらいクリエイト 丸山） 

 

資 料 

 

○会議次第 

○委員名簿 

資料１ 令和５年度銚子市介護保険事業等運営協議会実施計画（案） 

資料２ 第９期介護保険事業計画策定スケジュール 

資料２－２ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（前回比較版） 

資料３－１ 令和４年度地域包括ケアシステム推進計画実績 

資料３－２ 令和５年度地域包括ケアシステム推進計画（案） 

資料４－１ 令和４年度地域包括支援センター事業報告 

資料４－２ 令和５年度銚子市基幹型地域包括支援センター事業計画（案） 

資料４－３ 令和５年度銚子市東部地域包括支援センター事業計画（案） 

資料４－４ 令和５年度銚子市中央地域包括支援センター事業計画（案） 

資料４－５ 令和５年度銚子市西部地域包括支援センター事業計画（案） 

資料５ 地域密着型サービス事業所等の指定更新について 

資料６ 銚子市高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について 
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会議次第 

 

令和５年度 第１回銚子市介護保険事業等運営協議会 次第 

 

日時 令和５年６月２２日（木） 

委嘱状交付式終了後 

場所 議会棟全員協議会室 

 

１ 新任委員及び事務局職員紹介 

 

２ 銚子市介護保険事業等運営協議会会長及び副会長の選出について 

 

３ 会長及び副会長あいさつ 

 

４ 令和５年度銚子市介護保険事業等運営協議会実施計画(案)について (資料１) 

 

５ 議事 

（１） 高齢者福祉計画 第 9期介護保険事業計画について (資料２) 

 

（２） 令和 4 年度地域包括ケアシステム推進計画実績報告及び令和 5 年度計画 (案)につい

て(資料３) 

 

（３） 令和 4 年度地域包括支援センター事業報告及び令和 5 年度事業計画(案)について(資

料４) 

 

（４） 地域密着型サービス事業所等の指定更新について (資料５) 

 

（５）その他 

   高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について (資料 6) 

 

６ その他 
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会長及び副会長選出 

 

 事務局紹介の後、事務局進行の了承を得て、正副会長の選任を行ったところ、会長には児

玉委員を、副会長には髙橋（玲）委員を選出し、会長あいさつを実施。 

 

報告事項 

 

令和５年度銚子市介護保険事業等運営協議会実施計画(案)について (資料１) 

年５回を予定。 

 

協議内容 

 

（会議次第 「５ 議事」より） 

 

（１）高齢者福祉計画 第 9期介護保険事業計画について (資料２) 

（資料について、事務局より説明） 

 

＜委 員＞ ニーズ調査時点での65歳以上や要介護認定されている方の人数はどうなって

いるか。 

 

＜事務局＞ 令和５年４月現在の65歳以上は22,093人、要介護認定者数は3,010人。 

 

＜委 員＞ 運営について、気がかりなのはコロナ関連で、保健所などからも感染者の報

告が来ているが、ここ最近、増えているようなところもあるので、場合によっては、こ

の会議の書面開催について考えても良いかと思うがいかがか。 

 

＜事務局＞ 状況によっては書面開催もあり得る。 

 

 

（２）令和 4 年度地域包括ケアシステム推進計画実績報告及び令和 5 年度計画 (案)につい

て(資料３) 

（資料について、事務局より説明） 

 

＜委 員＞ 令和４年度の実績で認知症サポート養成講座の開催に併せて高齢者の疑似体

験とあるが、小学生の反応や考え方はどうであったか。 

 

＜事務局＞ 高齢者疑似体験は双葉小学校５年生を対象に、中央地域包括支援センターが

中心に企画、運営し、基幹型、各地域包括支援センター、市内のキャラバンメイト、認

知症サポータ養成講座の講師となる職員が連携して実施した。体に重り、視界が狭くな

るゴーグルや耳栓をつけるなどして、安全をはかりながら疑似体験するという形である。

小学生からは、高齢者に接する際の配慮について、姿勢を低くし、ゆっくり話すなどの
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感想があった。講義を聞くだけではなく、体験を交えて理解を深めることができたので

はないかと考えている。 

 

＜委 員＞ 先週、認知症基本法が成立したというニュースもあったが、これからそうい

う分野に力をいれていくと思うので、計画づくりにもそういったところに配慮しながら

進めていかれるのかと思う。 

 

＜委 員＞ 疑似体験は非常に有用である。今後も実施していただきたい。 

 

＜委 員＞ オレンジカフェにボランティアで参加したが、見る、話す、動かす、笑うと

いったことが楽しく経験できた。オレンジカフェの実施状況はどうなっているか。 

 

＜事務局＞ 市内にオレンジカフェは４か所あり、東部は２か所で一般の方が看護職の協

力を得て地域の方々と取り組んでいるカフェと介護事業所の銀河が実施しているカフェ

となる。中央は最初に立ち上がったカフェで介護事業所きずなが中心となって実施して

おり、西部は介護事業所のつむぎが実施している。認知症のご本人や家族の過ごす場所

として、また、専門職が地域包括支援センターと連携して、普段の生活や困りごとにつ

いての相談などの役割もある。参加人数はカフェによってまちまちだが、おおむね20～

30人くらいの出席数となっている。 

 

＜委 員＞ 介護予防の推進に関して、口腔ケアについては虫歯、歯周病予防は大切なこ

とで、認知機能の低下や健康被害など影響もあるなかで、どの程度の頻度で実施されて

いるか。 

 

＜事務局＞ 口腔ケア関連では、年に１回程度ではあるが、定期的に実施している 

 

＜委 員＞ プラチナ体操は良い取組みだと思うが、運転免許証を返納されている方など

もいるなかで、集まるための移動手段はどうなっているか。銚子市は免許証を返納した

方へのサポートがあまりないように感じる。 

 

＜事務局＞ プラチナ体操は、できるだけ徒歩圏内で開催しているが、全ての町内で実施

できていない。一部は車で乗り合わせてなどの方法で利用している方もいるように思う。

交通手段については検討課題ではあると考えており、委員の意見も踏まえ、事業展開を

考えていきたい。 

 

＜委 員＞ プラチナ体操の場所は決められた場所か。室内か青空でか。 

 

＜事務局＞ 現状は青年館などの室内や個人の自宅ガレージというケースもある。開催の

場所に関しては市として特に指定はしていないが、安全に運動ができる場所で、開催を

希望する団体に場所を設定していただいている。 

 

＜委 員＞ 当法人が指定管理する芦﨑高齢者いこいセンターではプラチナ体操を実施し

ていて、こも浦荘を活用いただく方法もあるのかと考える。交通の便が悪いなどあるが、

今ある場所を活用する、ということがあっても良いのではないか。 
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（３）令和 4 年度地域包括支援センター事業報告及び令和 5 年度事業計画(案)について(資

料４) 

（資料について、事務局・各地域包括支援センターより説明） 

 

＜委 員＞ 高齢者虐待が多いと感じるが、通報者はどのような方か。 

 

＜事務局＞ 令和４年度からは発生時の対応だけではなく分析を行っているが、警察やケ

アマネからの通報が多い。 

 

＜委 員＞ 児童虐待や不登校の問題に関する会議にも出席しているが、高齢者虐待につ

いてはどんな内容が多くなっているか。 

 

＜事務局＞ 令和４年度は身体的虐待が11件と一番多く、暴言などの心理的な虐待が組み

合わさった例もある。次いで、心理的虐待７件、経済的虐待３件、介護放棄にあたるネ

グレクトが２件である。 

 

＜委 員＞ 通報者に、隣近所の方が少ないというのは、関わりたくない、という心理の

あらわれか。児童なら、親戚や両親の兄弟などからの通報というケースがあるが、孫か

らというケースはあるか。 

 

＜事務局＞ 孫からの通報は多くはない。課題として近隣からの通報が比較的少ないので、

早期の段階から相談対応ができるよう普及啓発のチラシを配布している。 

 

＜委 員＞ 災害が発生した場合などの避難対応については、どうなっているか。 

 

＜事務局＞ 要支援者名簿への登録という形で実施している。令和４年度避難計画は試行

で実施して、９件の避難計画を策定済。今後については、ケアマネの協力もいただき、

年間100件程度の避難計画を作りたいという段階となっている。また、ケアマネや包括

と連携し、災害マニュアルを作るなど、平常時からの連絡・把握に努めている。みなさ

まにもご協力いただければと考えている。 

 

 

（４）地域密着型サービス事業所等の指定更新について (資料５) 

（資料について、事務局より説明） 

 

 －意見等なし－ 

 

 

（５）その他 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について (資料 6) 

（資料について、事務局より説明） 

＜委 員＞ 高齢者の９割近くの方の状況確認をしているのは素晴らしいと思う。 

 

＜委 員＞ 社保の方も含めた数値か。 

 

＜事務局＞ 75歳以上なので、後期医療保険の区分となっている。 
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＜委 員＞ 平均寿命について、銚子市は千葉県下で最下位、どうにかしなくてはいけな

いが、健康診断などの取組みにつなげていければと思う。 

 

＜事務局＞ 次回開催を８月３１日（木）と報告し、会議終了とした。 

 


